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B"成茄αcαγ"aにおける「四門出遊」
村上昌孝
1文献としての二つの性格一仏伝とmahakavya-
仏伝は,Buddhaが歴史的存在であることをやめた後，年月をかけて仏教徒
たちによって形作られ，我々の知るものに発展していったと見なされている。
仏伝を構成する要素の中には,Buddhaの実際の言行に由来するものもあるだ
ろう。同時に，仏伝の形成に関わった人々の様々な意図により，新たに付け加
えられた要素があることも，充分に考えられる。例えば，自分の信仰に基づき
Buddhaを特別の存在として描こうとする人々は,Buddhaの超人性を印象づ
けるような要素を付加したであろう。しかし，仏伝に新たな要素を付加する動
機は，信仰心ばかりではあるまい。物語または文学作品としての側面を重視す
る人々ならば，作品としての効果を高めるための付加も行なったに違いない。
ASvaghoSa(2世紀）のB""hacαγ"(BC)は，まとまった仏伝としては古
層に属するが，これを扱うには，文学作品としての側面を無視する訳にはいか
ない。
BCのサンスクリットテキストの各章の末尾には，この作品がmahakavya
であることが記されている。例えば，第1章の末尾は，次のとおりである。
itibuddhacaritemahakavyebhagavatprasntirnamaprathamahsargah//
（1）
1／／
以上が，『ブッダチャリターマハーカーヴイヤ』における，尊い方の誕生
(1)EH.Johnston,4j沙噌ho"3B"銑肋α“7茄αoｿ､Actsqf"BzJf北肋α,Lal'ore,1936(NewEnlarged
Edition,Delhi,1984),Partl-SanskritText,P､11．
63（20）
という名前の第1章である。
サンスクリットテキストの常として，この種のコロフォンがASvaghoSa当
時に遡り得るかどうかははっきりしない。BCの現存テキスト自体には，
mahakavyaないしkavyaという語の用例はない。しかし，同じくASvaghOSa
の作である&z""ぬγα"α""(")では，この作品がkavyaとして制作された
ことが明記されている。BCも，少なくともkavyaとして制作されたことは，
まず疑いない。BCの，一般的に使用されるテキストの校訂者であるE.H
Johnstonは,Dandin(7世紀）の修辞学書K"zly""γ”1.14-19に言及してい
（2）
る。そこでは,mahakavvaを次のように定義する。
sargabandhomahakavyamucyatetasyalakSanam/
aSIrnamaskriyavastunirdeSovapitanmukham//14//
itihasakathodbhntamitaradvasadaSraVam/
caturvargaphalayattamcaturodattanayakam//15//
nagaramavaSailartucandrarkodayavarnanaih/
udvanasalilakrrdamadhupanaratotsavaih//16//
ぜ ふ
vipralambhairvivahaiScakumarodayavarnanaih/
mantradntapraym豆jinayak3bhyudayairapi//17//
alamkgtamasamkSiptamrasabhavanirantaram/
sargairanativistImaihSravyavgttaihsusamdhibhih//18//
sarvatrabhinnavgttantairupetamlokaraiIjanam/
kavvamkalpantarasthaviiavatesadalamkrti//19//
学● ふ ごJ該 ･0
章による著作がマハーカーヴイヤと言われる。その特徴〔は，以下のとお
り〕である。祈願敬礼，或いはまた，主題の紹介がその（マハーカーヴ
(2)OP.c".,Partll,p.lxiii.
(3)VidyabhnSanaPanditRangacharyaRaddiShastri(ed),K"rly""ﾉｰjα”Dα"“",Second
Edition,Poona,1970,pp.15-23.
(2I)62
イヤの）冒頭である。(14)
歴史害中の物語から生じたもの，或いはそれ以外が，常に〔マハーカーヴ
イヤの〕拠り所である。〔即ち，人生の〕4目的の成果に従属するもの，
器用で高潔な主人公を伴うものが。(15)
町・海・山・季節・月や太陽の上昇の描写や，遊園や水中での遊び・酒を
飲むこと・合歓の楽しみを伴う。(16)
諸々の別離また，諸々の結婚，子供の誕生の諸々の描写，更に，政策協
議・使節。出征・戦闘・主人公の成功を伴う。(17)
文飾され，簡略にされてはおらず，情調と感情に関して隙間がない。過度
に長くなく，韻律が聞くに値し，よく関連している諸々の章を伴う。（18）
あらゆる所で別々の韻律で終わる。〔このような〕カーヴイヤは，人々を
楽しませ，別の劫まで存続する。立派に文飾されたものは。(19)
この定義がそのまま,ASvaghoSaの理解するmahakavyaであったとは言い
難い。しかし,ASvaghosaの時代にも，ある程度に修辞学が発展していたこ
（4）
とが，例えば，同時代の西インドのサンスクリット碑文などからも窺われる。
また,BC自体が様々な学芸や意匠を扱い，文章技巧を凝らしている。これら
から考えて,ASvaghoSaの目指していたmahakavyaは,Dandinが定義する
ものとは，さほどの相違はないであろう。
さて,K"y""/ざα1.15に出てくるcaturvargaを「〔人生の]4目的」と訳
した。人生で達成すべき目的を3種または4種と見なし，それぞれtrivarga,
caturvargaと呼ぶことは,A6vaghosaの頃には一般的になっていた。trivarga
は,dharma(各自の境遇に応じた道徳的義務),artha(財産・地位・名誉な
どの世俗的成功),kama(欲望，とりわけ愛欲の充足）から成る。caturvarga
は，これらにmoksa(解脱）を加えたものである。BCも,mahakavyaであ
(4)Saka族の王Rud,･adamanl世のJunagam碑文(150a.d.)14行目には，優れた文章が具える
べき要件が列挙されている。これは,DandinがKrtly""7"1.41でVida'･bha体と称する文体の
特徴として挙げている10種の要件と，かなり類似している。cf.D.Ch.Sircar､Se"“血Scγ秒互o72s
6""7zgo7z乃域α〃〃srory"zffcizﾉ"fzα"o",VoLI,Delhi,1991,p・’79．
61(22)
る以上は，これらの描写が欠かせない。
BCの現存テキストでは,caturvargaという語は見当たらず,trivargaの用
例のみである。また,dharma,artha,kamaが並列されている箇所もいくつか
あるが，そこにはmoksaは加わっていない。しかし,mokSaについては
Buddhaの出家後の追究の対象として描かれている。BCがtrivargaという考
え方に立つことは確実だが，仮に，二大叙事詩と同様に,caturvargaという考
え方が併存しているとしても，支障はない。
BCが仏典である以上，多くの箇所で,dharmaという語は，世俗生活を離
れた修行者が獲得の対象とする，あるいは,Buddhaが獲得した真理を表す。
それと共に，世俗生活の中で履行されるべき，個々人に課せられた道徳・義務
を意味する場合も多い。具体的には,Buddhaの父であるSuddhodanaの善政
として，第2章で具体的に描かれる。
arthaという語が世俗的成功の意味で用いられている用例は,BCに散見す
る。先程挙げたSuddhodanaの善政は,dhalmaのみならずarthaの具体的な
描写でもある。王が内政と外交とを通じて行なうdharmaは，同時に，自己の
arthaの実現でもあるからである。その意味では,purohitaの息子である
Udayinが，老・病・死に悩むBuddhaの関,L,を愛欲に向けさせようとして行
なう説得(BC4.63-82)も,arthaの描写のうちに挙げられる。Udayinは，
BC4.62で、趾iSastrajiIa「ニー テイシヤー ストラを知る者」と形容されている。
このnrtiSastraは,arthaSastraとほぼ同じ意味で用いられているからである。
さて,kamaについては,Buddhaの出家以前の生活の中で扱わざるをえな
いのだが，主人公がBuddhaであるだけに,ASvaghOSaも苦心したところで
あろう。最終的に,BCでは，いわゆる四門出遊に相当する箇所とその直後で，
knmaの描写がなされる。その際に,mahak3vyaとしての文学的要請によって，
仏伝に新たな要素が付加されてはいないだろうか。本論文では，そのような観
点に立って,BCの「四門出遊」のエピソードを検討する。
(23)60
2BLﾉdd/7aca"taとSaunda虚"a"da
ASvaghoSaのkavya作品としては,BC,SⅣ以外には,""zI""p7-α々 αγα刀α
が現在まで残っている。BCとSﾉVは，共に韻文作品で，コロフォンで
mahakavyaと呼ばれ，まとまった分量が伝えられている。それに対し，
”ゆ""”γα〃αγα"αは戯曲であり，中央アジア出土のごく一部の写本断片しか
残されておらず，仏伝と直接関係するかどうかは分からない。
BCは,Buddhaの生涯全体を主題にしていたものと思われるが，サンスク
リット写本で真作と認められている部分に描かれているのは,Buddhaの誕生
から成道の途中までである。S〃は,Buddhaの異母兄弟で，後にBuddhaの
許で專門修行者となったNandaが，妻への恋慕の気持ちを断ち切り，志操堅
固な修行者となるまでを扱っている。その前段階として,KapilavEstuの町の
建設から，そこに誕生したBuddhaが自分の教えを人々に広めるまでが語られ
る。
BCとSArの仏伝部分を比較すると，一方で詳細な描写がなされている場面
は，もう一方では簡略に片づけられるという傾向がある。王宮を出て求道生活
に入る以前のBuddha(Sarvarthasiddha)が，老・病・死を免れることができ
ないことを知って苦悩する部分は,BCで詳しく,S"ではごく短い。Buddha
が，前者では主人公，後者では脇役である以上，当然の扱いと言える。
さて,SﾉVでは，「四門出遊」のエピソード自体に触れていない。また，出
家の場面は,S"2.65で，ごく簡単に述べられるにとどまる。
udvegadapunarbhavemanahpranidhaya
sayayauSayitavaranganadanasthah/
niSinXpatinilayanadvanagamanakKtamanahO｣．＝’O
（5）
sarasaivamathitanalinatkalahamsah//
(5)E.H,Jolmston(ed.)、mrS“"雄"-α"α""qfAjりcgho",London,1928,P.16
59（24）
動揺故に，非再生に心を定め，かの者（サルヴァールタシッダ）は，関心
を有さずに，出立した。寝ている優れた女たちのいる，人々の主の住居か
ら，夜中に，森へ行くことに決心をして。撹枠されて濁った湖から，カラ
ハンサが〔出立する〕ように。
BCではkamaの詳細な描写が行なわれる場面が,SIVではこのように簡111各
化されているのには訳がある。kamaへの耽溺と克服は,Nandaに負わされた
役割だからである。例えば,S"2.63では，次のように言う。
tatastayohsamskgtayohkramena
narendrasnnvohkXtavidyayoSca/
〃
qC
kameSvaiasrampramamadanandah
B冬
/か､
いノ
sarvarthasiddhastunasamraraflia//
j
それから，順序に従って通過儀礼を執り行われ，また，学問を修了した，
かの，人々の長の息子2人のうち，ナンダは，諸々の愛欲の対象に，常に
気も漫ろだった。一方，サルヴァールタシッダは，〔愛欲の対象に〕執着
、，、
しなかった。
以降,Nandaの妻との愛の楽しみ（第4章),天界のapsarasたちに心を動
かされる様子（第10-)などが，詳細に物語られる。
一方,BCにおいて，出家前のBuddhaがkamaに関与する記述は,BC
2.28-32に僅かに見られる。
kimcinmanahkSobhakarampratrPam
kathamnapagyeditiso'nucintya/
vHsamngpovyadiSatismatasmai
（6）i〃㎡
(25）58
harmvodaresvevanabhnpracaram//28//
一 八
tatahSarattoVadapandaresu
ゴ ユ■■
11●一～，｡，/
DnumauvlmaneSvIVaranjlteSu/
harmvesusarvartusukhaSravesu
〃● ソg
strmamudarairvijaharatUryaih//29//
kalairhicamrkarabaddhakaksair
narrkaragrabhihatairmgdangaih/
varapsarongtyasamaiScangtyaih
kailasavattadbhavanamraraja//30//
vagbhihkalabhirlalitaiScahavair
madaihsakhelairmadhuraiScahasaih/
tamtatranarvoramavambabhnvur
bhrnvafIcitairardhanirrksitaigca//31//
tatahsakamaSrayapanditabhih
strrbhirgghItoratikarka§瓦bhih/
、 1
vlmanapgSthannamahlmjagama
（7）
vimanaprsthadivapunvakarma//32//
LOq･ユロソ
「僅かでも心の動揺をもたらす，不快なものを，どのようにであれ，〔王
子が〕見ないように」と考えて，かの，人々の守護者（シュッドーダナ）
は，かの者（王子）に，諸宮殿の内部にのみ居住することを命じ,地上に
出歩くことは〔命じ〕なかった。（28)
それ故，秋の雲のように白い，大地に固定された天界の車のような，あら
ゆる季節の楽しみの拠り所である諸宮殿に，女性たちの高尚な楽器〔の演
奏〕と共に〔王子は〕暮らした。（29）
例えば，甘美な〔音を発し〕，黄金によって胴を締めつけられた，女性た
(7)OP.cit.,PartI,pp.15f
57（26）
ちの手先によって叩かれたムリダンガ太鼓によって，また，美しいアプサ
ラスの踊りと同様な踊りによって，かの者（王子）の住居は，カイラーサ
のように見えた。(30)
甘美な言葉によって，また，愛らしい仕草によって，戯れ半分の酔態によ
って，そして，甘美な笑いによって，そこ（宮殿）で，女性たちは，かの
者（王子）を楽しませた。眉を蜜めることや，半分見詰めることによって。
(31)
それ故，かの者（王子）は，愛欲の拠り所〔である手練手管〕に精通し，
性的快楽に疲れを知らない女性たちによって捕らえられ，宮殿の最上階か
ら地上へは行かなかった。めでたい行為をする者が，天の車の上から〔地
上へは行かない〕ように。（32）
Buddhaが主体的にkamaに関わるというよりは，周囲の女性たちの手練手
管のせいで関わらされているという印象を受ける。また,Suddhodanaの考え
は，「四門出遊」のエピソードの伏線となっている。
3「四門出遊」エピソードの構成
Buddhaが，老・病・死を人生における最重要な問題として捕らえていたこ
とは，多くの仏典から窺われる。ただ，これら3者をいつごろから問題視し始
めたかについては，古い仏典には見えないようである。これらの苦に思いを致
していなかったBuddhaが外出し，老人・病人・死者を見て強烈な衝撃を受け
るというエピソードは，劇的な効果を狙った仏典の作者が創作したものであろ
う。
このエピソードは，最終的には|~四門出遊」と呼ばれることになる。しかし
Buddhaが四つの門から外出し，それぞれ，老人・病人・死者・修行者を見る
というのは，そもそもの形ではなかったようである。
『大正新脩大蔵經」（『大正蔵｣）本縁部に納められている仏伝の多くでは，
東・南・西・北の門を出たBuddhaが順番にこれら4者を見ている。ただし，
(27）56
（8）
老人と病人の順番が入れ替わっている経典が3種あり，うち，「異出菩薩本起
經」では，病人がさらに「病疾人」と「熱病人」とに分けられて，修行者は登
場しない。また，『仏本行經』では，最初に「出宮城門」と記されるだけで，
4回の外出の際に違う門を通る記述はない。また，本縁部ではないが，『五分
（9）
律」では，西城門を出たBuddhaが，死者を見た帰りに修行者に出会っている‘
これらから見て，老人・病人・死者の3者が本来の形で（ただし，老人と病人
との順序については分からない)，後に修行者が付け加えられたことが分かる。
さて,BCでは，これら4者が連続して出てくるので，一見すると，「四門
出遊」エピソードの最終段階に属するかのようである。しかし,BCでは，そ
れぞれ別の門から外出したとは書かれていない。また，修行者が出てくるのは，
通常，「四門出遊」とは別のものとして扱われるエピソードの中である。第5
章において,Buddhaは騎乗の人となり，農耕で殺された小生物たちを哀れん
だ後,jambn樹の下でprathamadhyana(最初の瞑想境初禅）に入る。この
時，修行者がBuddhaに近づくのである。BC5.12-16では，次のように言っ
ている。
kgpanambatayajjanahsvayamsann
ノ ーT1，■｡－〆、11．－/
avasovvadnllaravlnasaqnarnla／
学
jarayarditamaturammgtamva
paramajfiovijugupsatemadandhah//12//
已可 11 1 1
1hacedahamldgSansvayamsanQ･ﾛ
vijugupseyaparamtathasvabhavam/
nabhavetsadrSamhitatksamamv5
O
paramamdharmamimamvijanatome//13//
ititasyavipaSyatoyathavaj
(8)「太子瑞應本起經」（｢大正蔵」3,pp474b-475a),|｢異出菩薩本起經j(『大正蔵』3,pp
618b-619a),『仏本行經』（『大正蔵』4,pp.64a-66a)の3種。
(9)『大正蔵』22,pp.101b-102a.
55（28）
11.●･･1J
JagatovyadhljaravlpattldoSan/
balayauvanajlVitapravgtto
vijagamatmagatomadahkSanena//14//
■T
naJaharSanacaplcanutepe
vicikitsamnaVaVaunatandrinidre/
nacakamaguneSusamraraiIje
navididveSaparamnacavamene//15//
0①111勺.ﾛ ■1
1tlbuddhlrlvamcanlralaska
‐■ ソ
vavrdhetasvamahatmanoviSuddha/
0ご
●1 で
purusalraDaralradrsvamanah
冬｡上 04グ
（lO
purusaScopasasarpabhiksuvesah//16//
÷･ ユ 尖
「ああ，哀れなものだ。人は，自らは無力で，病気・老齢・滅亡を定めと
していながら，
無知で，蠕り故に盲目なので，老齢に襲われ，〔病気に〕苦しみ，或いは，
死んだ他者を忌み嫌っているのだから｡｣(12)
「もし，この世において，私が，自らこのようでありながら，同様な本性
を有する他者を忌み嫌うならば，それは，最高の理法をこのように知って
いる私にとって，まさに似つかわしくないし，また，可能でもない｡」
J、
I1ql
、11ジノ
このように，人々の病気・老齢・死という害悪を適切に考えつつある，か
の者（ブッダ）の，体力・若さ・生命から生じ，心に存在していた驍りは
瞬時のうちに消え去った。(14)
喜びもせず，更にまた，苦しみもしなかった。疑いにも赴かなかったし，
怠惰・睡眠にも〔赴か〕なかった。また，愛欲の諸長所にも執着せず，嫌
いもしなかった。そして，他者を軽蔑しなかった。(15)
以上のような，この，汚れがなく清らかな覚りが，偉大な心をもつ，かの
⑩".cft.,Partl,pp.46f
(29）54
者（ブッダ）のものとして成長した。そして，他の人々によって見られず
に，乞食者の衣服を着た人が近づいた。(16)
ここでは，病気・老齢。滅亡と，体力・若さ・生命とを相対と見なす考えが
克服された後，修行者が登場する。通常の「四門出遊」にはない記述であり，
ASvaghoSaが一応それを知りながらも，老人・病人・死者と修行者との間に
一線を画そうとしていたことが窺われる。
4「四門出遊」における女性の婿態
BCにおいて，女性の描写は多々あるが，特にkamaに関わりがあるものは，
「四門出遊」とその直後に集中する。BC3.12-24では，生まれて初めて外出
するBuddhaを見ようと，女性たちが屋敷の最上階の窓に群がるが，その中
には情交の跡を連想させるような記述も見られる。また,BC4.1-53では，
死者を見たにもかかわらず無理やり遊園に連れて来られたBuddhaを，遊女
たちが様々な言動を用いて誘惑しようとする。これらをどう捕らえればよいか。
前者に出てくる女性たちは，路上のBuddhaとは空間的にも心理的にも距
離があり，直接関わりようがない。また，後者は，人の老・病・死を初めて目
の当たりにして強い衝撃を受けているBuddhaに対する誘惑の試みだから，
実現の可能性がない。老・病・死を免れない男女間におけるkamaの充足に，
Buddhaは全く興味を示さなくなっているのである。そのことは,BC
4.96-99の,Udayinに対するBuddhaの反論の締めくくりの部分に，端的に
示されている。
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それ故，そのようであるから，苦によって悩まされ，老齢と死を運命付け
られている私を，諸々の尊くない愛欲の対象に，〔あなたは〕迷い込ませ
るべきではない。（96）
ああ，諸々の移るいやすい愛欲の対象に味わいを見出すのだから，あなた
の心は，あまりにも堅固で，また，力強い。あまりにも激しい恐怖のうち
で，諸々の〔感官の〕対･象に，〔あなたは〕執着している。人々が死出の
旅路にいるのを見ているのに。（97）
一方，私は，老齢・死・病気故の恐怖を考えているので，恐がり，ひどく
動揺している。平静さを〔私は〕得ていない。意志堅固さを〔得てい〕な
い。何故，快楽を〔得られようか〕・人々が火によって燃えているかのよ
うであるのを見ているのに。（98）
「死は疑いない」と知りながら，その心の中に恋心が生じる，その者の心
は鉄で出来ているのだと，〔私は〕理解する。大きな恐怖のうちで,|I葵か
ず，恋心を抱く者の〔心は〕。（99）
他に,Buddhaの出家を何とか食い止めようとして,Suddhodanaがその周
囲に侍らせた女性たちが眠り込んでしまう記述がBC5.47-62にある。ここで
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も男女の抱擁や性交を連想させる箇所があるが，出家を決心したBuddhaに
とっては，これは単なる醜態に過ぎない。BCでは,Buddhaが主体的に
kamaの楽しみを充足させない形で,kamaの記述を行なっている。
ASvaghoSaは,BCにおいて，仏伝をmahakavyaの形で著すことを目指し
た。しかし,kamaへの執着を厭う立場にあるべき仏伝と,kEImaの充足を表
現しなければならないmahakavyaとの間には，矛盾が生じる。これは,｣STV
の場合も同様で，結びにあたるS"18.63-64には，わざわざ次のように記さ
れている。
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このように，楽しみのためではなく寂静のため，解脱の実態を内包する作
品が，〔仏教とは〕別の考えをもつ聞き手たちの掌握のため，カーヴィヤ
という手段によって制作された。まさにここで，私によって作られた，解
脱以外のものは，カーヴイヤの定め故に作られたのだ。「どうにかして，
感じのよいものとなるように」と，飲ませるために蜜と合わされた，苦い
薬のように。（63）
概して，人々が〔感官の〕対象の楽しみに専らで，解脱から追い払われて
いると見て，カーヴイヤという見せかけによって，ここで，私は，真実を
物語った。「解脱は，最高である」と。それを理解して，戯れではなく，
(13op.cf,pp.141f
51(32)
寂静に関連して言われたことを，ここから取るべきである
⑬
る諸々の塵から，確固たる有用な黄金を〔取る〕ように。
鉱物から牛じ
BCのサンスクリット写本の真作部分では，結びにあたる部分は失われてい
るが，漢訳『佛所行讃」には，次のようにある。
讃諸牟尼尊始終之所行不自顯知見亦不求名利随順佛經説以濟諸
（14
世間
聖者たちの最初から終わりまでの行いを称えるのは，〔作者〕自ら知見を
ひけらかすためではなく，また，名利を求めるためでもない。ブッダの教
えに従い，それによって人々を救うためなのだ。
しかし，わざわざこのように記すということは，自分の作品を，仏伝として
はもちろん,mahakavyaとしても読者に認めて欲しいと,ASvaghoSaが意識
していることを意味する。
『佛所行讃」では，一般に言われるほど窓意的なテキストの増減は行われて
いない。確かに，サンスクリットの韻文一つに対して，翻訳では5言2句から
10句くらいのばらつきがある。また，韻文二三をまとめて翻訳することもある。
しかし，概ね，原文と翻訳との対応関係ははっきりしている。ただ,kamaに
関する記述は例外である。BC3.12-21,4.29-53"5.53-62は，そ~れぞれ12句，
12句,14句で訳され，しかも，内容に相当の開きがある。訳者の曇無識が，仏
伝としては異質な（即ち,mahakZvyaとしては存在が要求される）要素に気
付き，原作の流れを損なわない範囲で，可能な限り省筆したことが，容易に想
像できるのである。
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